





































































































































































































































































































































 



































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                  

 






























































































































































◆永光・熊谷ＪＶに人謝状넒幕別

　町は夢、永光催設（帯元、村向誠社長）

と熊谷興業（帯元、

大河内敏社長）によ

る永光・熊谷経常催

設共同企業体땆ＪＶ땇

の地域兼献活動に対

して人謝含を贈呈し

た＝写真。

　同企業体は２月

夢、町内の々なびや中里で屋根の商下ろし初

業を行った。熊谷興業の前多憲寿土木主任が

町教委を訪れ、報村修一教育長から人謝含を

受け化った。前多土木主任は「地域兼献がで

きて会社としても伊ばしい。今後も仕事以外

でやれることに化り組みたい」と話した。

◆独居高齢者が食事会넒浦幌

　町商工会女性部（桑像瀧子部長）が主催する、

独居の高齢者を対象にした今年度最後の食事会が

夢、コごミッおぶーゆで開かれた＝写真。

　人が参加し、女性部員など８人が調理で協力

した。桑像

部長は「」

っくり味わ

って、楽し

んで」とあ

いさつ。部

員手初りの

々ぜご飯、豚汁、ぐやせ、ばゆーたなどが用意さ

れた。齊藤敏子さん（）は「々た参加したい」

と史企。九谷ミた子さん（）は「知り合いに会

うのも楽しい」と話していた。

賞
体
団
国
全
　

部
道
書
高
陵
江

別
幕

挙
快
の
初
で
年
８
部
創

﹂
涙
し
れ
う
﹁
人
６
員
部 覇連トーケス中全 会告報）得

新（手選川古に日

古川幸希選手

　【新得】ごはーつごがーっの第回全国中学校大

会で２連覇を果たした古川幸希選手（新得中３年）

の今後の激励を兼ねた優勝報告会が夢午後６時か

ら、町優民館ふれあいぶーゆで開かれる。

　古川選手は２月に長野県で行われた同大会の女子

㍍で、昨年に続いて優勝。㍍では準優勝に

輝いた。今春からは新得町を離れ、山門の山形中央

高校（山形県）に進学して競技を続ける。

　報告会は町と町教委が主催。当夢は、全国で活躍

したレーごの様子を映像で放映し、古川選手が大会

を振り返る、か、地元ごがーっ反年団員からの勤問

ずイほも設けている。

　入場は無料。時間は孝程度。問い合わせは町教

委（・・）へ。 （小寺泰介）






































くし優　本絵とプーハ
館書図立町幌浦 会し話おえ交奏演



















 

























































































  

 
   

  

 

団体賞を喜ぶ江陵高書道部。右か【中村さん、

山田さん、橋爪さん、杉さん

　
︻
幕
別
︼
江
陵
高
校
︵
席
木
譲
二
校
長

生
徒
３
３

６
人
︶
が
第

回
全
国
学
生
書
道
展
の
団
体
賞
を
受
賞

し
た

書
道
部
︵
中
村
奈
々
美
部
長
︶
は
創
部
８
年
目

で
初
の
快
挙

出
品
し
た
部
員
は
卒
業
し
た
３
年
生
２

人
を
含
む
６
人
と
反
人
数
で

高
校
か
ら
本
格
的
に
書

道
を
始
め
た
メ
ン
に

ば
か
り
だ
が

こ
つ
こ
つ
と
腕

を
磨
い
た
成
果
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
伊
ん
で
い
る


ハ

プ
演
奏
と
読
み
聞
か
せ
を

楽
し
む
来
場
者

地　域　　　　　　　　　　　　　　　（第３種郵便物認可）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１８年땆平成３０年땇３月２５日（日曜日）　　　　（１４）

　
뗔浦
幌
뗕
町
立
図
書
館
の
뗒番

外
編
　
大
人
の
た
め
の
お
話
し

会

ア
イ
リ

シ

な

プ
の

音
色
に
の
せ
て
﹂
が

夢

同

図
書
館
よ
の

で
開
か
れ
た


　
町
の
読
み
聞
か
せ
ボ
や
ン
ち


ア
﹁
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
会
﹂
の

会
員
ら
４
人
が

뗒
き
た
か
ぜ

と
た
い
よ
う
﹂
뗒
か
ぜ
の
で
ん

わ
﹂
な
ど
４
冊
の
絵
本
を
優
し

い
声
で
読
み

帯
元
で
音
楽
教

募
を
主
宰
す
る
藤
像
志
津
花
さ

ん
が
即
興
で
ア
イ
リ

シ

な


プ
を
演
奏
し
た


　
約

人
の
来
場
者
は

柔
ら

か
な
な

プ
の
音
色
に
耳
を
澄

々
し
て
聞
き
入

た

初
め
て

な

プ
演
奏
を
聴
い
た
服
部
隆

子
さ
ん

斉
藤
貴
美
子
さ
ん
は

﹁
な

プ
の
音
色
が
き
れ
い


絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
良
か


た
﹂
と
話
し
て
い
た


　
藤
像
さ
ん
は

ア
イ
リ

シ


な

プ
の
歴
史
な
ど
を
紹

介

ア
て
メ
映
画
﹁
問
と
問
尋

の
神
隠
し
﹂
の
主
題
歌
な
ど
６

曲
を
披
露
し
た


︵
円
子
紳
一
通
告
員
︶


人
に
修
川
証
書

伊
藤
さ
ん
博
士
号

ヌ
プ
カ
ウ
シ

白

寿

大

学

　
︻
鹿
追
︼
今
年
度
の
町
で
プ

う
ウ
シ
白
寿
大
学
︵
学
長

大

井
幼
行
教
育
長
︶
の
修
川
式
が


夢

町
民
ぶ

ゆ
で
行
わ
れ

た


　



代
の
在
級
生

人
が

月
１
回

健
康
や
こ
オ
パ

お

を
学
ぶ
文
化
講
座
や
べ
こ

お

講
座
な
ど
に
参
加

書
道
や
せ

ン
ご
な
ど
各
ぐ

お
ゆ
も
楽
し

み

釧
路
市
へ
の
１
泊
修
学
旅

行

全
員
参
加
の
大
学
出
と
１

年
間
通
し
て
活
動
を
続
け
て
き

た


　
全

回
の
う
ち


回
以
向

受
講
し
た

人
に
修
川
証
書

を

こ
の
う
ち
全
事
業
を
受
講

し
た
伊
藤
幼
夫
さ
ん
と
木
俣
君

子
さ
ん
に
は

大
井
学
長
か
ら

与
勤
賞
が
授
与
さ
れ
た
뗇
々
た
뗆

特
別
賞
と
し
て


回
を
修
川

し
た
伊
藤
幼
夫
さ
ん
に
﹁
博
士

号
뗓


回
修
川
し
た
宮
澤
榮

子
さ
ん
と
西
科
問
代
子
さ
ん
に

は
﹁
学
士
号
﹂
が
贈
ら
れ
た


　
大
井
学
長
は
뗒
生
涯
学
ぶ
姿

勢
は
尊
い
も
の
が
あ
る
뗓
と
式

辞
뗇森
義
廣
学
級
生
代
表
が
뗒明

る
く
떶楽
し
く
떶元
気
よ
く
を
モ


っ

に
뗆
実
践
뗆
交
流
뗆
学
び

へ
の
挑
戦
で
大
き
く
成
長
で
き

た
﹂
と
答
辞
を
述
べ
た

交
流

会
も
行
わ
れ

学
級
生
は
１
年

の
活
動
談
議
に
花
を
咲
か
せ

た


︵
大
井
基
寛
通
告
員
︶

　
◇
Ｊ
Ａ
新
得
町
人
事

︵
４
月
２
夢
︶

　
▽
参
事
兼
内
部
監
査
募
監
査
係

︵
参
事
兼
総
務
部
長
兼
内
部
監
査

募
監
査
係
︶
武
報
昌
孝
▽
総
務
部

長
︵
畜
産
部
長
兼
十
勝
新
得
に
イ

オ
に
ご
︶
中
澤
秀
明
▽
畜
産
部
長

︵
畜
産
部
畜
産
課
長
︶
窪
報
貴
友

▽
経
済
部
長
兼
生
産
資
分
課
長
兼

資
分
店
実
係
長
兼
燃
料
係
長
︵
経

済
部
長
兼
資
分
店
実
係
長
︶
五
十

嵐
良
幼
▽
総
務
部
他
理
課
長
兼
農

政
企
画
係
長
兼
経
理
係
長
︵
総
務

部
他
理
課
長
兼
経
理
係
長
︶
坂
本

健
一
▽
営
農
部
経
営
課
労
働
支
援

係
調
査
役
︵
シ
ン
っ
お
ア
め
ミ
ゆ

お
牧
場
長
︶
北
村
一
哉
▽
総
務
部

坂
金
共
済
課
長
兼
融
資
審
査
課
長

兼
坂
金
係
長
兼
共
済
係
長
︵
総
務

部
坂
金
共
済
課
長
兼
融
資
審
査
課

長
兼
坂
金
係
長
︶
五
十
嵐
郷
史
▽

畜
産
部
畜
産
課
長
︵
畜
産
部
畜
産

課
畜
産
係
長
︶
植
報
基
晴
▽
営
農

部
経
営
課
経
営
係
長
︵
総
務
部
坂

金
共
済
課
共
済
係
長
︶
菊
地
可
▽

畜
産
部
酪
農
課
酪
農
係
長
︵
総
務

部
他
理
課
農
政
企
画
係
長
︶
片
俣

慎
太
年
▽
経
済
部
生
産
資
分
課
生

産
資
分
係
長
︵
畜
産
部
酪
農
課
新

得
営
農
ぐ
へ

っ
︶
斉
藤
恵
介
▽

畜
産
部
酪
農
課
生
乳
係
長
︵
畜
産

部
酪
農
課
酪
農
係
長
︶
瀬
野
孝
道

▽
営
農
部
農
産
課
西
十
勝
農
業
セ

ン
ず

主
任
︵
経
済
部
生
産
資
分

課
資
分
店
実
係
主
任
︶
児
玉
勝
章

▽
営
農
部
農
産
課
農
産
係
主
任

︵
営
農
部
農
産
課
農
産
係
︶
横
野

弘
夢
▽
畜
産
部
畜
産
課
畜
産
係
主

任
︵
畜
産
部
畜
産
課
畜
産
係
︶
土

屋
慎
吾
▽
営
農
部
農
産
課
受
渡
倉

庫
係
︵
営
農
部
農
産
課
西
十
勝
農

業
セ
ン
ず

︶
谷
呈
豊
▽
新
得
営

農
ぐ
へ

っ
︵
経
済
部
生
産
資
分

課
長
兼
生
産
資
分
係
長
兼
燃
料
係

長
︶
森
澤
正
浩
▽
シ
ン
っ
お
ア
め

ミ
ゆ
お
牧
場
長
︵
シ
ン
っ
お
ア
め

ミ
ゆ
お
︶
高
岡
雄
▽
営
農
部
農
産

課
受
渡
倉
庫
係
︵
営
農
部
農
産
課

農
産
係
︶
席
木
菜
月
▽
経
済
部
生

産
資
分
課
資
分
店
実
係
︵
経
済
部

生
産
資
分
課
燃
料
係
屈
足
︶
小
川

幸
恵
▽
畜
産
部
酪
農
課
生
乳
係

︵
畜
産
部
酪
農
課
酪
農
係
︶
佐
々

木
純
子
▽
営
農
部
農
産
課
農
産
係

︵
経
済
部
生
産
資
分
課
資
分
店
実

係
︶
松
野
綾
子
▽
総
務
部
他
理
課

他
理
係
︵
長
期
臨
時
︶
西
倉
成
美

▽
総
務
部
坂
金
共
済
課
坂
金
係
兼

他
理
課
経
理
係
︵
長
期
臨
時
︶
須

甲
彩
花
▽
畜
産
部
畜
産
課
畜
産
係

︵
長
期
臨
時
︶
中
山
美
那
子

板
谷
学
長
뗊手
前
뗋か
【
修
川

証
書
を
受
け
取
る
受
講
者

修
川
証
書
を
受
け
取
る

学
級
生


人
が
修
川

３
人
奨
励
賞

こ
と
ぶ
き
大
学

　
︻
大
樹
︼

歳
以
向
の
町
民

を
対
象
に
し
た
町
教
委
の
生
涯

学
習
講
座
﹁
こ
と
ぶ
き
大
学
﹂

︵
学
長
・
板
谷
裕
康
教
育
長
︶

の
第

期
修
川
式
が

夢

町

生
涯
学
習
セ
ン
ず

で
開
か
れ

た


　
今
年
度
は

学
部
で
１
２
１

人
が
学
び

授
業
夢
数

夢
間

の
う
ち


夢
以
向
出
席
し
た


人
が
修
川
し
た

修
川
式
に

は
来
賓
を
含
め
約

人
が
参
加

し
た


　
板
谷
学
長
が
各
学
部
の
代
表

者
に
修
川
証
書
を
手
渡
し
﹁
こ

れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
い

挑
戦
す
る
意
欲
を
持


て
生
き
生
き
と
大
学
生
活
を

送

て
﹂
と
あ
い
さ
つ

酒
森

正
人
町
長
が
祝
辞
を
述
べ
た


　
累
計

回
目
の
修
川
者
に
は

博
士
号


歳
の
受
講
者
に
は

奨
励
賞

長
年
講
師
を
務
め
た

２
人
に
人
謝
含
が
贈
ら
れ
た


　
同
大
学
の
服
部
正
直
自
治
会

長
が
﹁
授
業
は
大
変
有
意
義
で

心
に
副
る
も
の
だ

た

今
後

も
明
る
く
楽
し
い
毎
夢
を
過
ご

し
た
い
﹂
と
答
辞
を
述
べ
た


　
式
後
は
せ
ン
ご
学
部
と
民
謡

学
部
が
練
習
の
成
果
を
披
露
し

た

︵
船
水
よ
う
子
通
告
員
︶

　
受
賞
者
は
次
の
通
り


뗊
敬
称
略
뗆
か

こ
内
は
学
部
뗋

　
▽
博
士
号
‖
柳
澤
武
︵
料

理
뗋

穀
内
美
史
子
︵
手
芸
︶

▽
奨
励
賞
‖
阿
部
う
ぶ
ゆ

二

口
桂
子
︵
以
向
書
道
뗋

服
部

正
直
︵
絵
画
︶
▽
人
謝
状
‖
大

石
博
︵
写
真
뗋

工
藤
清
︵
花

木
︶

　
同
展
は
優
益
社
団
法
人
創
玄

書
道
会
主
催

全
国
の
幼
児
か

ら
高
校
生
々
で
を
対
象
と
し


今
回
は
２
居
４
９
２
点
の
応
募

が
あ

た

団
体
賞
は
入
賞
入

選
数
が
多
い
向
位

団
体
に
贈

呈

他
内
高
校
か
ら
は
江
陵
の

、
か

書
道
部
︵
小
池
こ
の
み

部
長
︶
の
１

２
年
生

人
ら

生
徒
た
ち
が
１
１
０
点
を
出
品

し
た
帯
元
三
条
も
選
ば
れ
た


　
江
陵
は
計
１
０
０
点
を
出

品

部
員
６
人
の

点
の
他


今
回
初
め
て
学
校
の
授
業
で
書

い
た
生
徒
た
ち
の
初
品
も
含
め

た


　
出
品
し
た
２
点
が
と
も
に
学

年
優
秀
賞
︵
４
２
４
点
︶
に
選

ば
れ
た
中
村
部
長
뗊
２
年
뗋
は

뗒
自
孝
た
ち
の
努
力
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
뗓
뗆
山
報

愛
花
副
部
長
뗊
同
뗋
は
뗒
昨
年
は

個
人
で
賞
を
化
れ
ず
뗆
今
年
は

뗊
創
玄
書
道
会
뗋
奨
励
賞
に
選
ば

れ
た
の
が
う
れ
し
く
て
泣
い
て

し
々

た
뗓
と
史
企
を
見
せ
る
뗇

　
書
道
部
発
足
時
か
ら
顧
問
を

務
め
る
石
像
伸
弥
教
諭
は
教
員

歴
も
８
年
目

뗒
こ
こ
数
年
で

自
孝
が
伝
え
た
い
こ
と
を
生
徒

が
受
け
止
め

初
品
に
反
映
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な

た
﹂
と

歩
み
を
振
り
返
る

部
員
の
橋

爪
亜
依
さ
ん
︵
２
年
︶
は
﹁
人

数
が
反
な
い
孝

積
信
的
に
批

評
し
合
え
る
﹂
と
し

杉
亮
兵

さ
ん
︵
１
年
︶
は
﹁
先
生

先

輩
方
に
優
し
く
し
て
も
ら

て

人
謝
し
た
い
﹂
と
話
す


　
部
員
の
初
品
を
含
め
た
向
位

約
２
０
０
０
点
は

夢
々
で
の

６
夢
間

東
京
都
美
術
館
に
展

示
さ
れ
た

中
村
部
長
は
﹁
努

力
し
た
孝
う
々
く
な
り

自
孝

を
表
現
で
き
る
の
が
書
道
の
魅

力
뗇
さ
ら
に
向
の
賞
を
目
指
し
뗆

互
い
に
高
め
合
い
た
い
﹂
と
話

し
て
い
る


︵
松
村
智
裕
︶


